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１．事業概要

1-1　事業者名及び代表者名

青木建設株式会社　 代表取締役　滿石　良彦

1-2　認証登録範囲の所在地

本社

　 〒868-0408　熊本県球磨郡あさぎり町免田東１７７２番地

機材センター

〒868-0442　熊本県球磨郡あさぎり町深田北５８５番地

湯前営業所

〒868-0621　熊本県球磨郡湯前町２５８７番地３

1-3　環境管理責任者名及び連絡先

環境管理責任者     桑原 照男

連絡先　 TEL 0966-45-3108　FAX 0966-45-0979

1-4　事業内容

建設業 土木工事業・建築工事業・とび・土工事業・

管工事業・舗装工事業・水道施設工事業・

大工工事業・屋根工事業・鉄筋工事業・

防水工事業・内装仕上工事業・造園工事業

塗装工事業・解体工事業

関連事業 宅地建物取引業

中間処理施設 粉砕・分級

・アスファルトコンクリート塊

・セメントコンクリート塊

1-5　事業規模

資本金 6､000万円

完成工事高 1,751,000千円 (令和4年度）

従業員数 48名 （作業員含む）

事業所延べ床面積 550ｍ
２

1-6　事業年度  

期首：5月 期末：翌年4月
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２．環境経営方針

経営理念

環境経営方針

　　私たちは、「経営理念」実現のために、環境経営システムを
構築・運用し、環境に配慮する取組を継続的に改善維持する。

1、温室効果ガスの削減を計り、地球温暖化防止に取組む。

2、水資源の有効活用のため、節水と水質汚濁防止に取組む。

3、廃棄物の削減、リサイクルの促進に取組む。

4、環境関連法令を定期的に確認し、遵守する。

5、環境に配慮された製品購入、環境に配慮した工法に取組む。　　

6、化学物質使用量の適正管理に取り組む。

7、環境経営方針、実施体制組織図および主な環境行動計画は、　
　 　 教育訓練及び現場掲示等で全従業員に周知徹底する。

2021年8月1日

青木建設株式会社

代表取締役　 滿石　良彦  

安全最優先とハイレベルの技術で、環境に配慮して顧客信頼に応える
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３.実施体制組織図

3-1.組織図

社長 滿石　良彦  部長:桑原

（環境管理責任者）

（副会長・部長･部次長）

3-2.各部署の責任と権限

責任と権限

環境への取り組みを適切に実行するための資源を用意する。環境経営方針を定め、

表明する。環境管理責任者を指名する。システムを見直し、改善を指示する。

システムの総責任者としてシステムを構築し、実行し、継続的に改善し、維持する。

システムの実績を社長に報告する。システムについて、外部関係者と連絡調整を行う。

環境経営目標と環経営活動計画を策定する。

環境経営目標と環境経営活動計画を展開。内部監査を実施。環境レポートを作成する。

教育訓練（緊急事態発生時を含む）を計画し、実施する。環境関連法令をチェックする。

環境経営目標と環境経営活動計画を展開する。部署の車両の燃料使用量を記録する。

環境経営目標と環境経営活動計画を展開。部署の車両・重機類の燃料使用量を記録。

マニフェスト伝票を作成する。中間処理施設関係の光熱費、砕石処理量を記録する。

環境経営目標と環境経営活動計画を展開。部署の車両の燃料使用量を記録する。

本社、営業所の光熱費、水道使用量を記録する。コピー用紙の使用量を記録する。

全部署の燃料の使用量を集計する。全部署の光熱費、水道使用量を集計する。

廃棄物排出量･利用量を集計する。

環境経営目標と環境経営活動計画を展開。部署の車両の燃料使用量を記録する。

マネジメント会議において、システムが引き続き適切で、妥当で、有効であることを

確実にするために、マネジメントレビューを実施する。

取締役会 安全・環境・品質マネジメントシステムの経営的な有効性を評価する。

環境管理責任者

経営者（社長）

営　業　部

マネジメント会議

工　事　部

総　務　部

湯前営業所

安全環境品質部

取締役会

代表取締役社長 環境管理責任環境管理責任者

マネジメント会

営業部

工事部

総務部

安全環境品質

作業所：建築

中間処理施設

機材センター

作業所：土木

湯前営業所

3



４．環境経営目標

（令和３年５月から令和６年４月）

　※基準年度の数値を、令和2年度の実績と平成29年度事績及び災害復旧関連
工事への取組情勢を勘案して算出。

本社（湯前営業所含む） 基準年度

項　目 単位 R2年度 R3年度
（R2の-0.5％）

R4年度
（R2の-1.0％）

R5年度
（R2の-1.5％）

水資源投入量 ｍ3 875 871 866 862

電気使用量：購入電力 ｋＷｈ 10,250 10,199 10,148 10,096

燃料使用量：ガソリン L 21,700 21,592 21,483 21,375

温室効果ガス排出量 Kg-co2 62,350 62,038 61,727 61,415

環境への取組状況【別表 環境への
取組の自己チェックリスト総合結果
値】

％ 74.1 74.5 74.8 75.2

現場（機材センター
・中間処理施設含む）

基準年度

項　目 単位 R2年度 R3年度
（R2の-0.5％）

R4年度
（R2の-1.0％）

R5年度
（R2の-1.5％）

電気使用量：購入電力 ｋＷｈ 10,000 9,950 9,900 9,850

燃料使用量：ガソリン L 36,000 35,820 35,640 35,460

燃料使用量：軽油 L 106,000 105,470 104,940 104,410

温室効果ガス排出量 Kg-co2 371,000 369,145 367,290 365,435

4-1.中期環境経営目標

目　　標

目　　標
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4-2.各部署の環境経営活動計画と結果

環境経営方針及び環境経営目標を達成するために下記の環境活動を設定し、取り組んでいます。

令和2年度 　　　　　　評価基準　○：達成できた、△：ほぼ達成できた、×：達成できていない

項目 具体的な活動

総
務
部

営
業
部
長

工
事
部
長

湯
前
営
業
所
長

各
作
業
所
長

安
環
品
部
長

省エネ 社用車をハイブリッド車及び低燃費車への乗り換え ○ ○ ○ ○ ○ 〇

昼休みの消灯 ○ ○ ○ ○ ○ ○

冷暖房設定温度の厳守（冷房温度２８℃、暖房温度20℃） ○ ○ ○ ○ --- ○

LED照明器具への取り換え △ --- --- △ --- ---

省エネステッカーによる目で見る周知 ○ --- --- ○ --- ---

日よけ、ブラインドによる室温上昇防止 ○ --- --- ○ --- ---

省資源 アイドリングストップの推進(1分以上） ○ ○ ○ ○ ○ ○

経済運転の推進（急発進、急停止の禁止・エコモード運転） ○ ○ ○ ○ ○ ○

法定速度の厳守 ○ ○ ○ ○ ○ ○

現場への車両の相乗りの推進 --- --- --- --- 〇 ○

車両点検の実施（適正空気圧、異常が無いこと､燃費の把握） ○ ○ ○ ○ ○ ○

省資源化ステッカーによる目で見る周知 ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般廃棄物 社内情報のペーパーレス化（社内メール、掲示板の活用） △ △ △ △ △ △

裏紙使用の推進 ○ ○ ○ ○ ○ △

ゴミの分別の徹底(古資料、梱包ダンボール） ○ --- --- ○ --- ---

水の使用 水使用の把握 ○ --- --- --- --- ---

節水の推進 ○ ○ ○ ○ --- ○

節水ステッカーによる目で見る周知 ○ ○ ○ ○ --- ○

水系への環境負荷物質の漏洩防止(濁水、オイル、塩カリ等） --- --- --- --- ○ ---

工事関係 リサイクル資材の使用推進（建設リサイクル法） --- --- ○ --- ○ ---

工事による廃材、汚泥の適正処理 --- --- ○ --- ○ ---

騒音防止の推進（騒音規制法） --- --- ○ --- ○ ---

振動防止の推進（振動規制法） --- --- ○ --- ○ ---

工事中の安全確保 --- --- ○ --- 〇 ○

産業廃棄物 産業廃棄物の分別 --- --- --- --- ○ ---

リサイクル、再生資源化の推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○

産業廃棄物置場の適正な管理 --- --- ○ --- ○ ---

地域の 地域農業団体への奉仕活動(花植え・除草） ○ --- ○ --- ○ ○

環境貢献 沿道の空き缶拾い(ロードクリーンボランティア含む） ○ ○ ○ ○ ○ ○

---該当なし

推進担当者
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５.環境経営活動の実績

5-1環境経営活動の実績 (令和4年度）

本社（湯前営業所含む）

項　目 単位

水資源投入量 ｍ3 866 832 104.1%

電気使用量：購入電力 ｋＷｈ 10,149 14,535 69.8%
温水暖房から
エアコンに

燃料使用量：ガソリン L 21,483 16,574 129.6%
エコカーへの

乗り換え

温室効果ガス排出量 Kg-co2 61,727 42,885 143.9%

環境への取組状況【別表 環境への取
組の自己チェックリスト総合結果値】 ％ 74.8 75 100.8%

※「九州電力の二酸化炭素排出係数（0.30500kg-CO2/kWh）」を使用

現場（機材センター
・中間処理施設含む）

項　目 単位

電気使用量：購入電力 ｋＷｈ 9,900 5,504 179.9%
湯前工場閉鎖

による

燃料使用量：ガソリン L 35,640 61,580 57.9%
工事量増加に

起因

燃料使用量：軽油 L 104,940 121,372 86.5%
工事量増加に

起因

温室効果ガス排出量 Kg-co2 367,290 458,232 80.2%

5-2.環境活動取組結果の分析及び今後の取り組み

（本社関係）

・水資源投入量について

　水資源投入量は目標８６６m3から８３２m3に減少している。これは、節水に対する意識が

高っていることである。次期も引き続き水の流し放し等が無いようにする。

・電気使用量：購買電力について

　目標値より４３８６ＫＷｈ増加している。増加の要因は、熱中症対策としてエアコン使用

時間の増加と冬場の暖房を温風ヒータからエアコンへの変更である。適正管理に努める。

・燃料使用量について

　ガソリン使用量は、目標値より２３％減少してる。これは、新型コロナウイルス禍による

オンライン研修会と外出の自粛と、ハイブリッド車への乗り換えによって燃料消費量を減少

させている。

R4年度目標
（R2の-0.5％）

令和4年度実績 評価(達成度） 備　考

R4年度目標
（R2の-0.5％）

令和4年度実績 評価(達成度） 備　考
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・温室効果ガス排出量について

　目標は達成できている。燃費の悪いガソリンエンジン車、大排気量のガソリンエンジン車

をハイブリッド車、燃費の良い軽自動車に替えて、燃料の使用量が大きく減ったこと。

　引き続き、アイドリングストップ等に心がける。

・本社周辺の通学路の環境美化活動状況について

　始業時に、本社周辺の掃き掃除と空き缶等のくず拾いを行っている。工事部が主体となった

環境美化活動が定着してきている。引き続き行っていく。

(現場関係）

・燃料使用量について

　燃料使用量は、ガソリンが７３％、軽油が１６％それぞれ増加している。これは、人吉水害

復興工事に伴い、人吉球磨地区で大型重機がフル活動し、ダンプトラックの稼働が増えたこと

による。ＬＰガスの使用量減少は、自社施工の舗装工事が減少したことによる。

　現場では、工事内容により大きく燃料消費量が左右されるが、アイドリングストップ・低燃

費の重機リース・省エネ運動により、燃料消費量を減らしていく。

・現場周辺の地域貢献活動について

　毎月実施している安全訓練時に、地域への貢献活動として、道路側溝の清掃、霜解けによ

る落石の除去、空き缶拾い、除草等を行っている。現場周辺の環境対策･地域貢献の一環とし

て現場ごとに活動している。
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６.環境関連法規への違反、訴訟等の有無

6-1.環境関連法規の遵守状況と苦情の有無
　環境法規制の遵守活動を行い、その遵守状況を５月30日に「環境等規制等遵守

チェックリスト」に基づき行った結果、遵守しており、環境関連法規制への違反、

苦情の発生も無い。次に、主な環境関連法規の遵守状況を記述する。

環境法規制等の名称 規制内容・手続き・遵守事項 遵守状況

廃棄物処理法 マニフェストの交付及び回収・照合等 適

労働安全衛生法 石綿等の除去作業 適

ラージリサイクル法 発生抑制・再利用・再資源化努力 適

再生資源利用省令 再生資源利用計画の作成 適

指定副産物利用促進省令 再生資源利用促進計画の作成 適

建設リサイクル法 発注者への計画等説明書と完了報告書・下請負者への告知書 適

振動規制法 舗装版破砕機を使用する機械（作業敷地境界で７５ｄｂ以下） 適

騒音規制法 削岩機、空気圧縮機等を使用する作業 適

廃ＰＣＢ処理法 ＰＣＢ廃棄物 該当無し

建設廃棄物処理マニュアル 廃プラ、建設木くず、金属くず、コンクリート破片等 適

建設副産物適正処理推進要綱 建設発生土、建設副産物　「再生資源利用促進計画」の作成等 適

建設汚泥の再生利用ガイドライン 建設汚泥(舗装切断時排水汚泥処理） 適

大気汚染防止法 一般粉じん発生施設（破砕機定格出力７５ｋｗ以上） 適

オフロード法 ブルドーザ、クローラクレーン（適合証明） 適

河川法 一日に５０ｍ３以上の汚水を河川に排水　 該当無し

建築基準法 ホルムアルデヒド、石綿含有建材の使用禁止 適

六価クロム溶出試験実施要領 地盤改良におけるセメント系固化材使用時 適

消防法 少量危険物の貯蔵・取扱の基準に従い実施 適

電波法 特定小電力無線局の技術適合証明および免許等 該当無し

環境影響評価法 環境影響評価書に基づく計画書に従い実施 適

火薬類取締法 消費の技術基準に従い実施 適

フロン排出抑制法 簡易点検：3か月に1回以上 適

6-2.環境関連法令への違反・訴訟の有無
　環境関連法規等への違反、訴訟について、違反、訴訟等は無い。

1
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８.環境コミュニケーション

　環境コミュニケーションの活動として、現場周辺の除草や空き缶拾いを実施する

とともに、冬場には生活道路の除雪や梅雨時期には落石崩土除去を実施している。

  また、地域の農地・農業用水等の資源や環境の保全と質的向上を図る活動を実施

している農業団体に対して、活動が円滑に実施できるように技術的支援業務や労務

建設資材・建設機械の調達等の支援を行っている。

ボランティア活動　（農業用水源地植栽）

熊本県ロードクリーンボランティア
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９.その他

9-1.教育訓練状況

エコアクション21の従業員への周知状況

9-2.緊急時の訓練　　(軽油、灯油の流出事故訓練等）

9-3.エコ活動

事務所内の観葉植物等 事務所周辺の清掃作業
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